
ネットからダウンロードできるデータシリーズ ４ 

電⼦国⼟基本図(地名情報）「住居表⽰住所」の閲覧・ダウンロード  
 
◆電⼦国⼟基本図（地名情報）「住居表⽰住所」とは・・・ 

街区縁上に⼀定距離ごと「フロンテージ」（区間）を定め、その中点に順序良く基礎番号をふった

ポイントデータ[ポイントの属性：市区町村コード、町名、街区符号、基礎番号、精度] 

 

◆「基礎番号」についての説明 

下の図は、街区⽅式の住居表⽰の原則を模式的に表したものです。住居表⽰が実施されると多くの

場合、街区縁上に⼀点、「フロンテージの起点」を定めます。 そこから街区縁上に⼀定距離ごとに

フロンテージと呼ばれる区間を定め、それに順序よく番号をふります。この番号が「基礎番号」と

呼ばれています。それぞれ の建築物（⽔⾊四⾓）の住居番号は、建築物への⼊り⼝がかかるフロン

テージの基礎番号を採⽤することが通例となっています。 

電⼦国⼟基本図（地名情報）「住居表⽰住所」は、フロンテージの中央付近に点を取得し、その点

に市区町村コード、町名、街区符号、基礎番号、点の取得精度を与えたものです。なお、⼟地の利

⽤状況により基礎番号は変更になる場合があります。 

 
 



◆WEB上の閲覧図 

 
 

●欲しい場所のデータを zip ファイルでダウンロードし、解凍。メタデータは必ず確認しておく。 
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タイプライターテキスト
●演習課題　中区のデータをダウンロードして次の各　　　　　　課題を行いなさい。　課題１　メタデータで確認した座標系 ⇒ ＿＿＿＿＿＿＿　　　　　ヒント：詳細モード＞ツリー表示　課題２　同データのshpデータをArcGISで表示しなさい。　課題３　同データのCSVデータをArcGISで表示しなさい。　　
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